
狩猟鳥獣の見分け方
～誤認捕獲の防止のために～



はじめに
●本パンフレットは、狩猟において、狩猟鳥獣を正しく判別し、誤認捕獲を防止するとともに、正しい鳥獣種名を報告
   することを目的として作成しました。

●誤認捕獲は違法です※1。また、狩猟鳥獣ではない鳥獣の捕獲は、鳥獣の生息状況に悪影響を与える恐れがあります。

※1：狩猟鳥獣以外の鳥獣の捕獲は、『鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（鳥獣保護管理法）』において禁止されて
　　  います。このような誤認捕獲をすると、1年以下の懲役又は100万円以下の罰金が科せられる場合があります。

皆様からご報告いただく捕獲情報は役に立ちます
●鳥獣の捕獲場所や捕獲数から、鳥獣の生息状況を把握することができます。
   この情報をもとに、保護や管理の計画を立てています。

●狩猟者登録証の裏面に、捕獲した鳥獣の種類、場所、数を記載する欄があり
   ます。必要事項を記入し、登録証を返納しましょう。※2,3

●適切に生息状況を把握すると、狩猟資源を適切に管理することができるため、
   狩猟者にとっても有益です

※2：鳥獣保護管理法第66条において、狩猟者登録を受けたものは狩猟の結果を有効期間      
         の満了日より起算して30日までに、登録都道府県知事に報告することが義務付けら
         れています。報告をしない場合や虚偽の報告を行なった場合、30万円以下の罰金が
         科せられる場合があります。

※3：都道府県によっては、出猟カレンダーなど、別の様式での報告を求められることも
         あります。自分が登録している都道府県の報告方法を確認しましょう。

捕獲数を使って、動物の個体数を推
定しています。狩猟資源を維持・管
理していくために、捕獲禁止・制限
措置の実施又は解除の必要があるか
等を判断する材料になります

捕獲情報の活用例

1989~2015年までのニホンジカの推定個体数



鳥獣の判別ポイント　誤認捕獲をしないために

大きさや形、色などの形態

■形が似ていても大きさや色が違います

■見た目が似ていても、好んで生息する環境が違います

おもに、標高の高い山（谷）に生息 おもに、人家に近い山林や草原に生息

好んで生息する環境（分布、営巣場所など）

飛び方、走り方や歩き方などの行動の特徴

一気に急角度で飛び立つ 水面を蹴りながら滑走して飛び立つ

■見た目が似ていても、
　飛び方（や行動）が違います

判別に自信が持てないときは捕獲をやめましょう

イタチ（オス） オコジョ

ヤマドリ キジ

陸ガモ 海ガモ



狩猟鳥獣を見分けるポイント｜鳥類①

狩猟鳥獣

マガモ（オス）

嘴は黄色

飛翔時に下面の
白が目立つ

頭部は緑色で
白い首輪がある

嘴は黒く
先端のみ黄色

飛翔時に下面の
白が目立つ

眼を前後に横切る
黒い線がある

カルガモ

頭部は栗色で
目の周りから首は
暗緑色

白い水平線 クリーム色の
三角斑

コガモ（オス）

翼が長く
飛翔距離が短い

オナガガモ（オス）

尾羽が長い

頭部は黒褐色
首が細長い

首～胸が白い

ヨシガモ（オス）

頭部は栗色で
目から後方は光沢のある緑色

のどが白く
黒い輪がある

ハシビロガモ（オス）

扁平で大きな嘴
光沢がある黒

背面は黒い

バン

先端は黄色で
額にかけては赤い

わき腹から尾の付け根の
下面に白いところがある

全体に黒褐色

メスは、オスと比較して判別が難しいため、自信がないときは捕獲をやめましょう。

ヒドリガモ（オス）

頭部が赤褐色で、額から
頭頂にかけてクリーム色

体部は灰色



オシドリ（オス）

トモエガモ（オス） ホオジロガモ（オス）

マガン ウミアイサ（オス）

オオバン

誤認されやすい非狩猟鳥獣

嘴は赤く他のカモ類より小さい
特徴的な配色で大きな頭部

イチョウ型の羽

嘴は桃色
付け根から額は白い

カモ類のメスより
はるかに大型

首が長い
嘴は極めて細く、赤い

首は白く
胸は褐色

冠羽が長い

黒・緑・黄・白の巴模様

腹部の前後に
細く白い線

頭部が三角形ほおに白くて
目立つ斑

頭部～背中は
黒い

嘴～額は白い
全体が黒色



狩猟鳥獣

ホシハジロ（オス）

キンクロハジロ（オス）

スズガモ（オス）

クロガモ（オス）

狩猟鳥獣を見分けるポイント｜鳥類②

狩猟鳥獣

頭部は赤褐色で
オニギリ型 頭～胸、尾部は黒い

背部が灰色

脇と腹が白い体部は灰色で胸部と尾部が黒い

頭部が扁平

冠羽が長い

体部は黒く
脇と腹が白い

嘴の付け根に黄色いコブ

全体が黒い

クロガモの誤認について
　クロガモが正しく判別されたうえ
で捕獲されているかを明らかにする
ため、クロガモの捕獲を報告した狩
猟者と、その捕獲場所の鳥類の生息
状況に詳しい専門家に対し、ヒアリ
ング調査を行いました。

その結果、
 ・捕獲場所とされていた地域は、
     クロガモがほとんど飛来・生息して
     いない地域であること
・クロガモの捕獲を報告した狩猟者
     は、スズガモやカルガモをクロガモ
     と誤認して捕獲していたこと
が分かりました。

　このような誤認は、狩猟資源の適
切な維持・管理を妨げる原因となり
ますので、見分けるポイントを頭に
入れて、狩猟鳥獣を正しく判別しま
しょう。



ビロードキンクロ（オス） コオリガモ（オス）

誤認されやすい非狩猟鳥獣

嘴は赤く、先端が黄色
基部には黒いコブがある

眼の後方に三日月型の白斑

ほぼ全体が黒い白色部がある     

ほぼ全体が白い
ほお・胸～背・翼の中央が黒い

尾羽が長い      



ゴイサギ幼鳥

ゴイサギ成鳥 ヤマシギ

タシギ

狩猟鳥獣を見分けるポイント｜鳥類③

狩猟鳥獣

嘴は黒および黄色

褐色に白い斑模様

眼は黄色

嘴が非常に長い

嘴の付け根から
ほおにかけて縞状の斑

全体が褐色で淡褐色や
黒褐色の細かい模様

眼が赤い

冠羽が白い

腹面は白い

ササゴイより
大きい

嘴が細くて長い 頭部がオニギリ型で
体に対して大きい

眼が頭の上部で
やや後方にある

やや濃い褐色で黒褐色や
茶褐色の細かい模様

※非常に形態が似たアマミヤマシギ（非狩猟鳥獣かつ天然
記念物）が奄美諸島と沖縄島に生息するので注意



ササゴイ

ヨシゴイ ヒクイナ

誤認されやすい非狩猟鳥獣

嘴は赤みを
帯びた黄色

冠羽が黒く太い

頸を伸ばして
ヨシに擬態

眼が黄色
嘴基部か
ら目の下
にライン

嘴は黒い 上面は暗褐色で
顔～胸、足は赤褐色

黒地に白い横縞

笹の葉に
似た模様

ゴイサギより
も小さい

全体が薄い褐色で
顕著な模様はない

タマシギ（オス）

目の周囲には黄味を帯びた白斑

肩から胸にかけて
白い切れ込みが目立つ

メスはオスより鮮やかで
顔～胸に赤みがあり背面は暗褐色

オオジシギ

嘴がタシギより太く短め

タシギよりも大きい



コジュケイ
ヤマドリ

キジ

ヒヨドリ

ムクドリ

狩猟鳥獣を見分けるポイント｜鳥類④

狩猟鳥獣

頬が赤く、
その上下が青灰色                

全体に赤褐色

黄褐色で
黒褐色の小さな斑    

目の周囲が
赤い

尾が著しく長い
黒と褐色の横縞

尾の先端が
白い

キジより濃い茶褐色 尾がキジより短く
赤みが強い

主に山地の森林に生息

全身がほぼ一様な灰色
ほおが茶褐色

尾羽が長い
波型の独特の飛び方

耳羽がたっている
顔はハート型に赤い

全体的に緑色

尾が長い

全体に茶褐色で
細かく黒い斑

尾は比較的
長い

主に草原や農耕地に生息

嘴はオレンジ

全体が暗褐色

ほおと腰が白い

ハトよりやや小 

オス

メス

スズメ大 ヒヨドリ大
ハト大

キジ大

キジより大

オス

メス

キジ大

ヒヨドリ大

ヒヨドリよりやや小

※コシジロヤマドリ（腰の部分が明瞭な白色）
は狩猟鳥獣ではないため注意すること

※ヤマドリ（メス）とキジ（メス）は、決められた猟区以外では、捕獲が禁止されています

足は黄橙色



オナガ

ウズラ

カケス

ツグミ モズ

誤認されやすい非狩猟鳥獣

尾は短く一見ないように見える

頭頂は白く、
黒く細い線がある

翼・尾羽が黒色

全体がほぼ褐色
下面は淡色で
胸から脇腹にかけて
黒褐色の斑紋がある

眉斑が目立ち
のどが淡色

頭部の上半分は黒色

全身が灰青色

尾羽が非常に長く
先端が白い

嘴が頑健で
先端がかぎ状

嘴の付け根から
眼の後方にかけて
黒色（メスは褐色）

全体が褐色

尾が比較的長い

ヒヨドリ大
ハト大

キジ大

スズメより大

ハト大

ヒヨドリよりやや小

尾羽をのぞくと
ヒヨドリよりやや小

褐色に白い斑

スズメ大

ヒヨドリよりやや小



キジバト

スズメ

狩猟鳥獣を見分けるポイント｜鳥類⑤

狩猟鳥獣

首の側面に
黒と青灰色の横縞

全体が明るい茶褐色

翼は黒褐色で
縁が赤褐色

ニュウナイスズメ（オス）

上面は明るい栗色
（メスは上面が灰褐色）

ほおに黒斑なし

腹部は汚白色

上面は茶褐色で頭部はより濃い

ほおに黒斑あり

腹部はくすんだ白色         

スズメ大

ハト大

スズメ大

スズメ大 ヒヨドリ大
ハト大

キジ大



アオバト
ドバト ホオジロ

カシラダカカワラヒワ

誤認されやすい非狩猟鳥獣

全身が緑色

キジバトより
山地性の傾向が強い

嘴は水色

鼻瘤が白っぽく目立つ

全体が灰色で
頭部は緑色光沢

二本程度の暗色帯

全身が栗褐色

翼の一部と尾羽の
付け根が黄色

胸部・腹部は褐色

眼の上方、ほお・
のどが白い

尾が比較的長い

冠羽が長い

腹部は白い   
スズメ大

ハト大

ハト大

スズメ大

スズメよりやや大

スズメ大 ヒヨドリ大
ハト大

キジ大



チョウセンイタチ

ミンク

タイワンリス

シマリス

イタチ（オス）

テン

狩猟鳥獣

狩猟鳥獣を見分けるポイント｜獣類①

尾が太い

耳の毛は短い

全身が灰褐色

背部が縦縞模様

目の周りが白い

口元が白い
全身が茶褐色
腹面は淡褐色

メスのイタチよりも淡色である傾向
全長は約40～60cm

口元からあごの境に
くっきりとした白斑

イタチよりやや淡色

尾が長い

イタチよりやや大きい

他の近縁種より大きく
テンと頭部の色が違う

全身褐色

全長は約70cmで
イタチより大きい

全長は約65cmで
イタチより大きい

頭部は
夏に黒色、冬に白色

夏毛：暗い黄褐色
冬毛：明るい黄褐色
イタチより明るい色

※（「クリハラリス」として）特定外来生物

※（「アメリカミンク」として）特定外来生物



モモンガ

ムササビ

オコジョ

イタチ（メス）

ニホンリス

誤認されやすい非狩猟鳥獣

タイワンリスより
尾は細い

耳の毛が長い

腹部が白い

褐色～暗灰褐色

頬に白斑がある

腹部が白い

眼が大きい

腹部が白い

口元が白い

オスのイタチよりも
濃色である傾向

大きさはオスのイタチの
1/2～2/3程度

尾の先端1/3のみ黒い
冬毛は白い

大きさはイタチ・ミンクの半分以下
（全長約20cm）



キツネニホンジカ

狩猟鳥獣

狩猟鳥獣を見分けるポイント｜獣類②

３～４本に分枝した枝角
※１歳のオスは分枝しないが、
カモシカよりもはるかに細い

カモシカに比べて
首は細く長い

角はない

お尻は白色部が目立つ 日本産の野生種に似たものはいない

全身は淡赤褐色
のどから下腹部は白い

メスオス

メスジカの積極的な捕獲にご協力ください
  ニホンジカによる農林業被害や自然生態系への被害が、全国各地で深刻化しています。被害を減らすためには、ニホンジカの個体数
を減らすことが重要です。そのためには、メスジカを積極的に捕獲することが有効です。なぜなら、ニホンジカは一夫多妻制であるた
め、オスの数を多少減らしたとしても、繁殖に参加できるオスが1頭でも残っていれば、多くのメスは妊娠・出産することが可能で
す。これでは、捕獲されたオスの数だけ個体数を減らすことができたとしても、個体数の増加傾向に歯止めをかけることはできませ
ん。したがって、ニホンジカの個体数を減らすために、できるだけメスを積極的に捕獲していただくようお願いいたします。



ニホンザルカモシカ

誤認されやすい非狩猟鳥獣

太くて短い一本角

ニホンジカに比べて
首は太く短い

被害防止目的での捕獲が多数行われているが、
狩猟鳥獣ではないため要注意！



ハクビシン アナグマ

タヌキ

ヒゲは細い

アライグマ

中型狩猟獣を見分けるポイント｜かお編

耳はふちが白く大きい

黒い縦線がある

ヒゲは太く白い

白い縦線がある

鼻がピンク色

耳は白く、丸く小さい

耳のふちが黒い

白っぽい縦線がある

ヒゲは細い
ヒゲはくっきり
太い

狩猟鳥獣



アライグマ タヌキ

アナグマハクビシン

背は山型に曲がっている
胸に黒い帯模様

手足は黒っぽい手足は白く明るい 尻尾は縞模様

手足の下部は
黒っぽい

尻尾は長く
後半が黒い

手足は黒っぽい

尻尾は短くて白い

中型狩猟獣を見分けるポイント｜からだ編

※特定外来生物



狩猟鳥獣の見分け方 ～誤認捕獲の防止のために～
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